
公立大学法人    都留文科大学 

 

第 2 回理事会 

 

議事概要 

開催日：平成 28 年 11 月 1 日（火） 午後 2 時 30 分から午後 4 時 30 分 

場  所：附属図書館 4 階学習室 

出席者：横内正明理事長、福田誠治副理事長、谷内治彦理事、阿毛久芳理事、新保祐司理事 

酒井利光理事、青山伸一監事 

 

■理事長挨拶 

横内理事長よりあいさつ 

 

議      事 

（１） 都留文科大学学部・学科改編プラン 3について 

○担当から会議資料 1-1に基づき説明。 

◇第 1回理事会・経営審議会で決定された事項を確認し、改革の必要性について説明。 

 ◇学部・学科改編の今後のスケジュールを説明。 

 

   〇担当から資料 1-2、1-3に基づき説明。 

（仮称）学校教育学科設置準備室、（仮称）地域社会学科設置準備室、（仮称）教養学 

部設置準備室において審議された内容について報告。 

 

審議の結果、新学科の名称は「学校教育学科」「地域社会学科」とし、申請書類を作成 

すること。 

2学科を編成する新学部の名称は「教養学部」とし、学科設置に向けて文部科学省との 

事前相談、ならびに申請書類の作成を開始することについて承認。 

 

（２） 平成 29年度予算編成方針（案）について 

○担当から会議資料 2-1に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

◇平成 29年度予算編成は 4つの基本目標を重点におく 

1. 教育養成系大学としてのブランドの強化 

2. 地域を創りグローバル化を支える人材の育成 

3. 「教育首都つる」推進に向けた地域貢献 

4. 柔軟で機動力のある大学経営の推進 

 

◇主要課題 

学部・学科改編、国際教育学科の開設、外部委託の活用等。 

 

〇担当から資料 2-2、2-3に基づき説明。審議の結果。提案通り承認。 

◇英語教育の改革について 



 新しい英語教育のための外部講師・関連企業による委託授業の導入等。 

 

（３） その他 

なし 

    

3 報 告 事 項 

（１）都留市公立大学法人評価委員会平成 27年度業務実績評価結果について 

    ○担当から報告資料 1-1、1-2に基づき説明。 

評価の結果 「中期計画の進捗はおおむね順調である」のＢ評価 

法人の自己評価と同様。 

 

   ・進捗がやや遅れている指摘事項 11項目について、各担当の対応策を説明。 

   ・法人の評価と異なる事項 1項目  

 

（２）平成 28年度夏季・秋季オープンキャンパス実施状況について 

   ○担当から報告資料 2-1、2-2に基づき説明。 

   ・夏季オープンキャンパス（7月 16日、17日開催） 

    参加者数 受験生 1,196人 保護者 1,532人 計 2,740人（前年比＋884人） 

    今年度から 2日間開催。過去 5年間で最多参加者数。 

 

   ・秋季オープンキャンパス（10月 10日～14日開催） 

    参加者数 受験生 378人 保護者 235人 計 613名（前年比＋24人） 

今年度から 1週間の期間に変更。10日（祝日）の参加が 7割を占める。近隣県の参加 

が多い。 

 

（３）新講義棟実施設計について 

   ○担当から報告資料 3に基づき説明。 

   ・前回は基本設計であったが今回は実施設計。附属図書館からの渡り廊下が追加。 

    H28.12着工 H29.8完成 H29.9引っ越し H29.10共用開始。 

 

（４）国際教育学科の開設に向けた経過報告について 

   〇担当から報告資料 4に基づき説明。 

   ・国際バカロレア機構の認可訪問 9/12、9/13実施。 

   ・デンマーク教員養成大学との交換留学協定について 

   10/25～11/1 デンマーク教員養大学 6大学の担当者が訪問。 

  ・広報活動について 

   パンフレット作成、朝日新聞記事広告、ＡＥＲＡ、講演会 

 


